
 

平成23年度 産業建設部 経営計画書 

部署名 産業建設部 

役職・氏名 部長 景山 忠幸 

産業建設部 経営方針 

● 部の使命 

私たち産業建設部は、市民が安心して暮らすことができるよう生活基盤となるインフラの整

備や産業の活性化を積極的に進めます。特に、河川の氾濫や土砂災害、高潮被害、地震などの

自然災害から市民の生命・財産を守るため、河川改修、砂防、高潮対策、住宅の耐震化等の防

災対策事業を計画的に実施します。また、火災や急病人の発生時に消防車両や救急車両が入り

にくい地域を中心に、生活道路の整備に重点に置いた道路整備計画の策定を進め、計画に基づ

き年次的な生活道路の整備を進めていきます。さらに、瀬戸内市が将来へ向かって発展するた

めには、市内に若者が定住できる環境を創ることが大切です。このため若者が就業できるよう

地域産業の活性化に向けた支援を進めるとともに、新しく就業できる職場を確保するため企業

誘致を積極的に進めていきます。 

 

 

● 部の基本方針 

① 安心して生活できるまちを目指して、河川、高潮、住宅の耐震化等の防災対策事業を計画的に実施します。 

② 快適な生活交通の環境を目指して、生活道路の道路計画策定と年次的な整備を促進します。 

③ 活力あるまちを目指して、若者定住に向けた地場産業の活性化支援、企業誘致を促進します。 

④ 特色と生産基盤のあるまちを目指して、地域特産品の開発、農林水産業の基盤整備を推進します。 

⑤ にぎわいのあるまちを目指して、商工観光の活性化に向けた事業を推進します。 

● 平成23年度 部のスローガン  「生活基盤の整備、産業の活性化を進めよう！」 

部署内経営資源 

正職員 臨時職員等 計  

構成人員 

 
30人 4人 34人 

当初予算 

（うち人件費） 

一般会計 1,604,089千円

   （179,653）千円

 
産業建設部 重点事項 

重点事項 具体的な取組内容 成果目標 進捗状況 達成状況 

1 

防災対策事業

の実施 

千町川、干田川の河川改修事業

の促進し、排水機場排水ポンプの

増設を要望します。 

砂防、急傾斜地崩壊対策、高潮

対策事業を促進します。 

住宅の耐震化を推進します。 

河川改修等の国、県への

要望活動、年次計画による

事業実施 

高潮対策事業等の年次計

画による事業実施 

住宅の耐震化補助の普

及・啓発 

  

2 

生活道路の整

備 

生活道路の整備計画を策定し、

年次的に整備を進めます。 

社会資本総合整備計画の

国・県協議と事業推進 

  

3 

若者の就業促

進 

若者就業に向けた地場産業への

支援を促進し、若者の新規就業の

ための企業誘致を促進します。 

若者の就業促進に向けた地

場産業への支援と企業誘致

の促進 

  

4 

農林水産業の

活性化 

地域特産品の開発を進め農林水

産業の活性化を図ります。 

農林水産業の生産基盤となる、

施設整備を計画的に進めます。 

地域特産品の開発と産業

の活性化の促進 

農道・水路・ため池、漁

港等の整備促進 

  

5 

商工観光の活

性化 

中小の商工業者の経営支援を進

めます。主要な観光地間を結ぶ観

光モデルコースの普及啓発、観光

施設整備を進めます。 

商工観光の活性化に向けた

事業の推進 
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水産業に活力が生まれるまち

商業・サービス業の経営の安定化に取り組むまち

工業が進出しやすく経営が安定するまち

雇用・労働環境が整ったまち

にぎわいと活気のある観光のまち

市民と行政が協働で進める自主自立した都市の実現

交通事故ゼロをめざすまち

消費者を守り育てるまち

活力ある産業と魅力ある観光都市の創出

農林業にやりがいを見出すまち

自由に行き来できるまち

安全・安心で快適な暮らしの実現

活力を生み調和のとれた土地利用を進めるまち

光輝く自然・まちなみが残るまち

住んでみたい・住み続けたいと思える住宅があるまち

便利で快適な道路が通ったまち

河川・海岸・港湾が整備された安心なまち

健やかでいきいきとした暮らしの実現

安心して笑顔で子育てできるまち

未来に輝く人づくりと文化の創造

 
 

 

 


